豊栄病院患者総合支援センター　いするぎ通信　平成２８年７月

梅雨は早く開けてほしいが、川に水がないのは困ります。
　今月もいするぎ通信をお届けします。
　　　　　　　臨床検討会のお知らせ

日時；平成２８年７月１２日（火）　午後６時から
場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

前座：高齢糖尿病の新しい治療目標（内科：柄澤良）

講演：責任インスリンの考え方（内科：菊地博）

症例報告：紹介された手術症例（外科：富山武美）

今回は、菊地先生がお話されます。病棟ナースからのリクエストです。対象は、看護師、薬剤師、医師になります。菊ちゃんの話を、聞き逃すな！見逃すな！
前座で、柄澤が５月２０日に発表された高齢者糖尿病の新しい治療目標について解説します。是非参加を。
●7月より新しい先生がいらっしゃいました。渡邊伸先生です。よろしくお願いいたします。
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初めまして、７月より豊栄病院の内科に赴任させていただく渡邊伸と申します。主に、呼吸器内科で喘息、アレルギーの研究班に属しておりました。私は高校まで新潟で過ごし、その後、昭和大学に入学し、平成１３年に医師となりました。その後、昭和大学病院や関連病院で臨床をし、２０１５年１月より新潟に戻り、新潟大学医歯学総合病院に入局しました。旅行やスポーツ観戦などが趣味ですが、これからゴルフをやりたいと思っています。実家が北区の松浜で医院をしており、近隣であり、以前より大変お世話になっておりました。豊栄病院は地域の中核病院として貢献されており、その一員になることができ、非常にうれしく、不安もありますが、これから勉強させていただき、お役に立てると幸いです。また自然も多く、野菜や料理もすごく美味しいと聞いており、楽しみです。至らぬ点も多いと思いますが、頑張りたいと思いますので御指導のほど、宜しくお願い申し上げます（渡邊伸）。
●えむえすだぶりゅー日誌： 
入院が長期化してしまう原因は様々ありますが、経済的な理由もその1つになり得ます。今回のケースは80代女性。年相応の物忘れは多少あるものの、コミュニケーションも良好でした。長男家族と同居していましたが、入院中もほとんど家族は面会に来ませんでした。長男以外は本人のことには無関心で、自宅に連絡をしても「関係ない、知らない」の一点張り。連絡先が自宅しかないため長男にもなかなか連絡がつかず、病院に来てもらえない状況が続いていました。退院調整を進めていこうとした時、医事課より入院費・オムツ代の滞納ありとの情報。退院許可が出ていましたが、面接の設定が困難な状況に加え金銭的な問題もあり、さらに介護力不足やご本人に対する家族の関わりを考えると、在宅介護は厳しい…と思ってしまう状況でした。ご本人には年金収入がありましたが、金銭管理は長男が行っていたため詳細は不明でした。後に長男夫婦・孫娘は無職で無収入、唯一孫息子は就労していましたが、本人の年金を生活費に充てていたことが発覚します。ご本人の弟さんから経済的虐待ではないかと包括支援センターに相談が入ったことがきっかけでした。経済的虐待として市・包括支援センターの介入により、通帳はご本人の手元に戻り、日常生活自立支援事業を利用して金銭管理をし、入院費や必要経費の支払いを行っていくことができました。その後、ご本人は弟さんや県外に住んでいた次男の協力もあり、無事に施設で生活をすることが決まりました。包括支援センターからも継続的に長男へ関わっていただき、年金受給開始年齢になったことで収入の目処がついたと連絡をもらいました（さやか）
●ほーかん日誌：今回はお休み。次回は２倍良い話になります。
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●編集：納涼会で飲みすぎないで。センター長　柄澤良
豊栄病院福祉連携センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

